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1. はじめに 

梓川の河床は、平成 15（2003）年から平成 22（2010）

年の間に平均 0.27m の上昇が確認されている。こうし

た河床の継続的な上昇により、増水時に上高地集団施設

地区をはじめとするエリアへの浸水被害のリスクが高

まっている。加えて、上高地内の支川流域から継続的に

供給される土砂が河道内に堆積し、豪雨時に歩道や道路

へ流出し、通行機能に支障を来す事例が確認されている。 

このような状況を受け、上高地では「上高地における

河床上昇対策の考え方と実施方針」(上高地河床上昇対

策検討部会策定)に基づき、関係機関が連携して河床上

昇対策を進めている。その一環として、河道内の土砂撤

去が、毎年実施されているが、撤去土砂の輸送および処

分には多大な費用を要するうえ、適切な土砂置き場の確

保も年々困難となっており、より持続可能な対策の必要

性が高まっている。 

この課題に対する取り組みの一つとして、令和 2 年

度より釜ヶ渕砂防堰堤上流の河岸部に、撤去土砂の置き

土を試行している。本報告では、この置き土に関する流

出実態の整理および今後の展開に向けた考察を行う。 

2. 置き土実績 

釜ヶ渕堰堤上流の置き土は、洪水時に自然流送させる

ために、本流の流心部を避けた左岸側の河岸に沿って配

置しており、令和 2 年度以降、配置方法は概ね一定であ

る。置き土の材料は、上高地内の数箇所（大正池、田代

橋～小梨平、徳沢など）で掘削された土砂である。d80粒

径は、大正池の浚渫土で d80=4.75mm、河童橋付近～ウエ

ストン碑の堆積土で d80=82mm である。 

年間の置き土量は 3,000～8,000m3 であり、現在まで

で累計 20,000m3程度の土砂が置き土されている。(図 1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 置き土と土砂撤去位置 

3. 置き土流出状況 

置き土の流出状況は、航空レーザー測量及び定点写真

撮影により継続的にモニタリングを行った。 

これまでに、令和 3年 5 月(R3.5 出水)※、令和 5 年 12

月(R5.12 出水)、令和 6 年 7 月(R6.7 出水)の出水時に

置き土の流出が確認されており、各出水時のピーク流量

は表 1 に示す通りである。 

特に、流出量が判明している R5.12 出水、R6.7 出水

では、側岸侵食が主な流出形態となり、R5 で 700m3、R6

で 800m3 の土砂が流出した。これは、置き土全体量約

20,000m3の 3～4％に相当する。 

モニタリングの代表例として、R5.12 出水前後の LP

差分解析結果および定点写真を図 2、図 3 に示す。 

表 1  置き土流出時のピーク流量(上高地測水所) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 令和 4年と令和 5 年の LP 差分解析結果 

 

 

 

 

 

図 3 令和 5年 12 月出水による置き土の侵食状況 

置き土流出時期 置き土の流出量

m3
ピーク流量

m3/s

推定水深
m

推定流速
m/s

令和3年5月17日 不明※ 212.6 1.53 4.2

令和5年12月16日 700 116.4 1.21 3.45

令和6年7月1日 800 367.7 1.95 4.94

年間置き土量 

釜ヶ渕砂防堰堤 

置き土箇所 

年度 置土量 置土流下量

m3 m3

R2
(2020)

3,000 0

R3
(2021)

8,000 不明

R4
(2022)

0 0

R5
(2023)

7,000 700

R6
(2024)

2,650 800

合計（累計） 20,650 1,500

※)モニタリングデータの不足により不明 
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4. 置き土の流出条件に関する考察 

置き土の流出特性把握のため、置き土地点から約 3.0

㎞上流に位置する上高地測水所の流量データに基づき、

令和 2 年以降の日平均流量を整理した。特に、各年の上

位 3 流量と流出時のピーク流量を比較することで、流

出発生の条件を考察した。その結果、R3.5 出水および

R6.7 出水における流出時のピーク流量は、いずれもそ

の年の上位 3 流量に含まれており、年間を通じて比較

的大きな流量時に流出していることが確認された。一方、

R5.12 出水では、その年の上位 3 流量よりも小さいピー

ク流量で流出が発生しており、流出条件には流量以外の

要因が関与している可能性が示唆された。 

この違いの要因として、置き土上流における主流路の

位置と分流しやすい地形的特性の影響が考えられる。 

置き土上流 200m 地点の河道は、右岸側に分流しやす

い地形を有し、主流路も右岸寄りに形成されている。そ

のため、主流路左岸側の天端高を超えない限り、置き土

方向への水の流下は限定的となる。 

R5.12 出水では、流量は他出水より小さいが、出水前

の河道状況や土砂堆積の影響で左岸側に流路が形成さ

れたことが置き土流出の要因と考えられる。一方、流量

は大きいが、置き土が流出しなかった出水は、右岸に分

流し左岸側に水の流れが及ばなかったと考えられる。以

上より、置き土の流出の有無は流量規模に加え、出水時

の流路の偏在が影響することが示唆される。 

表 2  各年日平均流量(上位 3 流量) 

 

 

図 4 各年時間流量【上高地測水所】 

5. 置き土流出時の流況の推定 

置き土の流出プロセスを詳細に把握するためには時

系列的なモニタリングが有効である。しかし、現状定点

カメラ等による常時観測体制は未整備であり、流出の正

確な発生時刻は特定できていない。そこで、R5.12 出水

における置き土の流出がピーク流量時に生じたと仮定

し、マニング式により当時の水理条件を推定した。 

図 5 に R5.12 出水時における上高地測水所のハイド

ログラフを示す。また、置き土上流 200ｍ区間の縦断勾

配は LP 地形図から 1/32、粗度係数は現地の河床状況か

ら山地流路（玉石～大玉石)として一般的な値である

0.040 を採用した。 

その結果、流出時における置き土前面の水深は約 0.7

ｍと推定され、この水深から算定した無次元掃流力τ*

は 0.16 となる。一方、河童橋～ウエストン碑区間の代

表粒径 d80=82mm を仮定した場合の無次元限界掃流力τ

*cは 0.05、これに対応する水深は 0.22m となり、置き土

地点の地形条件から流量換算すると約 1.5m3/s となる。 

上高地測水所の観測流量から、これを上回る流量は複

数回観測されているが、全ての出水で置き土が流出して

いるわけではない。このことから、置き土流出には、水

理条件に加え、局所的な流路の取り付き状況が強く影響

していると考えられる。 

 

図 5 令和 5年 12 月出水時ハイドロ 

 

図 6 R5.12 出水時の水理条件の推定 

6. まとめ 

釜ヶ渕砂防堰堤上流の置き土流出特性について、流量

規模だけでなく、流路形成の空間的変化が発生条件に関

わる可能性が示された。今後の展開に向けた課題は、以

下の通りである。 

1. モニタリング体制の強化 

置き土流出時の流況や侵食過程を時系列的に把握す

るため、定点カメラ等による常時観測が必要である。 

2. 下流河道への影響の評価 

流送された流出土砂が下流河道に与える影響につい

て、流出土量や粒度特性に基づく定量評価が必要である。 

3. 置き土手法の最適化 

得られた知見から、置き土適地・配置形状・粒度構成

等を検討し、実効性の高い手法を構築する必要がある。 

これらの取り組みを通じて、上高地における持続可能

な河床上昇対策の実現が期待される。今後は観測データ

の蓄積と水理解析の精緻化を通じて、より効果的な置き

土手法の構築を目指す。 

m3/s 発生日 m3/s 発生日 m3/s 発生日

R6 239.7 2024/7/1 140.1 2024/6/23 91.7 2024/5/28

R5 224.7 2023/6/2 206.7 2023/5/8 146.0 2023/7/1

R4 224.7 2022/4/27 91.4 2022/8/18 70.5 2022/5/14

R3 289.0 2021/8/14 212.6 2021/5/17 172.6 2021/7/5

R2 330.9 2020/7/8 249.6 2020/7/14 215.5 2020/6/14

年
1位 2位 3位

ｉ 1/32.00 

ｎ (ｍ) 0.040
ｈ (ｍ) 1.210
Ｂ1 (ｍ) 48.390

Ａ (ｍ2) 34.399

Ｓ (ｍ) 49.078
Ｒ (ｍ) 0.701
Ｖ (ｍ/ｓ) 3.487
Ｑ (ｍ

3
/ｓ) 119.949流 下 能 力

水 深
水 面 幅

流 下 断 面 積

潤 辺 長
径 深
流 速

等 流 計 算 結 果

項 目
計 算 条 件
及 び 結 果

水 路 勾 配

粗 度 係 数

116.4m3/s 

R3.5 出水 
R5.12 出水 

R6.7 出水 

：置き土流出時の日平均流量 
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